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７
月
９
日
に
、ア
フ
リ
カ
54
番
目
の
独
立
国
家

「
南
ス
ー
ダ
ン
」が
誕
生
し
ま
し
た
。面
積
は
約
64

万
４
０
０
０
平
方
キ
ロ（
日
本
の
１
・７
倍
）、人
口

は
約
８
２
６
万
人
。日
本
が
国
交
を
結
ん
だ
１
９

４
カ
国
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
、新
し
く
首
都
と
な
っ
た
ジ
ュ
バ
で
は
、独

立
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、パ
ン
・
ギ
ム
ン
国
連

事
務
総
長
や
ア
メ
リ
カ
の
ス
ー
ザ
ン・
ラ
イ
ス
国
連

大
使
、ア
フ
リ
カ
約
30
カ
国
の
首
脳
な
ど
、世
界

中
か
ら
多
く
の
来
賓
が
訪
れ
祝
福
。日
本
か
ら
は

菊
田
真
紀
子
外
務
政
務
官
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
粗
信

仁
理
事
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。式
典
の
冒
頭
、南

部
ス
ー
ダ
ン
暫
定
議
会
の
ワ
ニ
議
長
が
独
立
宣

言
を
読
み
上
げ
た
の
に
続
き
、南
部
ス
ー
ダ
ン
自

01
「
南
ス
ー
ダ
ン
」独
立
記
念
式
典
を
開
催

治
政
府
を
率
い
て
き
た
サ
ル
ヴ
ァ・
キ
ー
ル
氏
が
新

大
統
領
就
任
を
宣
言
。会
場
周
辺
に
朝
か
ら
詰

め
か
け
て
い
た
約
５
万
人
の
市
民
か
ら
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、南
北
ス
ー
ダ
ン
の
内
戦
を
終
結

へ
と
導
い
た
2
0
0
5
年
の「
南
北
包
括
和
平

合
意
」締
結
直
後
か
ら
、平
和
の
定
着
や
新
し
い

国
づ
く
り
に
向
け
南
ス
ー
ダ
ン
に
対
す
る
支
援
を

開
始
。ジ
ュ
バ
を
中
心
と
し
て
、理
数
科
教
育
や

職
業
訓
練
、保
健
な
ど
の
基
礎
生
活
分
野
の
支

援
や
、道
路
や
河
川
、港
の
整
備
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
復
興
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、近
年

は
税
関
の
人
材
育
成
や
メ
デ
ィ
ア
強
化
の
支
援

も
開
始
。
さ
ら
に
、地
方
都
市
に
対
す
る
支
援

式典会場の周辺に集まり、南
スーダンの独立を喜ぶ市民

中園盛幸さん（ガーナ／PCインスト
ラクター）ほか、４人の代表者に山花
政務官から感謝状が贈られた

や
、食
料
援
助
へ
の
依
存
度
を
下
げ
る
た
め
食
料

増
産
に
向
け
た
支
援
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

独
立
に
合
わ
せ
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ジ
ュ
バ
に
南
ス
ー
ダ

ン
駐
在
員
事
務
所
を
設
置
、南
ス
ー
ダ
ン
が
安
定

し
た
国
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、今
後
も
国

際
社
会
と
と
も
に
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

６
月
22
日
、２
０
０
９
年
６
月
か
ら
２
０
１
１

年
６
月
ま
で
の
２
年
間
の
任
期
を
終
え
て
帰
国

し
た
青
年
海
外
協
力
隊
、シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、日
系
社

会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
計
１
８
２
人
に
、外

務
大
臣
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
・
広
尾
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
で
行
わ

れ
た
授
与
式
で
は
、山
花
郁
夫
外
務
大
臣
政
務

官
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
山
花
政
務

官
は
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
、

現
地
の
方
と
地
域
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
、日

本
の〝
草
の
根
外
交
官
〞と
し
て
貢
献
さ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
後
に
多
く
の
途
上
国
か
ら
温
か

い
支
援
を
い
た
だ
い
た
の
も
、こ
れ
ま
で
長
年
支

援
を
行
っ
て
き
た
日
本
と
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た

お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。ま

02
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
に
外
務
大
臣
感
謝
状
を
授
与

た
、「
一
時
退
避
中
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

多
く
の
隊
員
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
G
が
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
で
、忍
耐
力
、地
域
に
溶
け
込
む
力
、課
題

解
決
力
と
い
っ
た
強
み
を
生
か
し
た
支
援
を
行

い
、被
災
者
の
方
々
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
」と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

次
に
、帰
国
し
た
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

代
表
し
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
フ
ィ
ラ
リ
ア
対
策

を
行
っ
た
宮
国
康
弘
さ
ん（
沖
縄
県
出
身
）と
、

シ
リ
ア
で
幼
児
教
育
を
支
援
し
た
西
村
梨
沙
さ

ん（
東
京
都
出
身
）が
活
動
を
報
告
。ま
た
、「
日

本
の
国
際
協
力―

特
に
青
年
海
外
協
力
隊
の
活

動―

を
支
援
す
る
国
会
議
員
の
会
」メ
ン
バ
ー
も

駆
け
付
け
、事
務
局
長
の
佐
藤
公
治
参
議
院
議

員
は「
皆
さ
ん
は
日
本
と
日
本
人
の
誇
り
」と
話

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
と
国
会
議
員
の
歓
談
の
後
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
橋
本
栄
治
理
事
よ
り「
汗
と
涙
の
詰
ま
っ
た

活
動
を
通
し
て
得
た
経
験
や
強
い
絆
を
、今
後
の

自
分
の
た
め
、そ
し
て
日
本
社
会
の
再
生
の
た
め

に
使
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
挨

拶
し
、授
与
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
の
ぶ

ひ
と

　

青
年
海
外
協
力
隊
の
経
験
を
日
本
国
内
で

ど
う
生
か
せ
る
か
―
。
協
力
隊
経
験
者
の「
人

材
」と
し
て
の
魅
力
に
迫
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を

９
月
４
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

　

第
一
部
は
、N
P
O
法
人
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ゴ
ー

ル
ド
代
表
を
務
め
る
有
森
裕
子
氏
に
よ
る
基
調

講
演
。
国
際
協
力
の
意
義
や
、東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
へ
の
支
援
を
通
じ
て
感
じ
た
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
復
興
に
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
語
り
ま

す
。

　

第
二
部
は
、産
業
復
興
や
町
づ
く
り
な
ど
、東

日
本
大
震
災
の
復
興
に
協
力
隊
経
験
が
ど
う
生

か
さ
れ
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
、パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
行

わ
れ
ま
す
。読
売
新
聞
東
京
本
社
論
説
副
委
員

長
の
野
坂
雅
一
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、パ
ネ
リ
ス
ト
は
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
主
任

研
究
員
・
荒
木
田
勝
氏
、協
力
隊
Ｏ
Ｂ
で（
社
）中

越
防
災
安
全
推
進
機
構
地
域
防
災
力
セ
ン
タ
ー

の
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
河
内
毅
氏
、協
力

隊
Ｏ
Ｇ
の
N
P
O
法
人
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
ジ
ャ
パ

ン
東
北
事
業
調
整
員
・
西
城
幸
江
氏
。

　

協
力
隊
経
験
者
の
生
の
声
が
聞
け
る
良
い
機

会
。皆
さ
ん
、奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
９
月
４
日（
日
）14
〜
17
時

会
場
：
日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋
ホ
ー
ル（
東
京
）

応
募
方
法
：

【
郵
送
】氏
名
、年
齢
、性
別
、住
所
、電
話
番

号
、職
業
を
明
記
の
上
、次
の
宛
先
ま
で
。

〒1
0
4
-0
0
6
1

　

東
京
都
中
央
区
銀
座
１-

５

-

８　

銀
座
ウ
ィ
ロ
ー
ア
ベ
ニ
ュ
ー
ビ
ル
７
階　

株

式
会
社
ロ
フ
ト
内　

国
際
協
力
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

事
務
局

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】「
ヨ
ミ
ウ
リ
応
募
」で
検
索
、

ま
た
はhttp://yom

iuri.oh-bo.net/

か
ら
。

応
募
締
切
：
８
月
12
日（
金
）必
着　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
同
日
24
時
締
切

問
：
国
際
協
力
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
事
務
局　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：0

3
-3
5
6
4
-1
3
5
0

（
平
日
10
〜
17

時
）
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